
～
30
余
年
の
時
を
経
て
～

　「
銅
山
峰
の
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
群
落
」

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
へ

銅山峰のツガザクラ群落
　

ツ
ガ
ザ
ク
ラ
を
国
指
定
天
然
記

念
物
に
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み

は
約
30
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

昭
和
63
年
に
市
文
化
財
保
護
委

員
の
石
川
早
雄
氏
が
、
初
め
て
銅

山
峰
の
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
分
布
図
を
作

成
し
、
そ
の
植
生
の
概
要
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
国
内
の
生
育
地

の
南
限
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
通

常
は
標
高
２
千
500
ｍ
級
の
高
山
帯

に
生
育
す
る
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
が
、
標

高
１
千
300
ｍ
前
後
の
低
山
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
で
も
類

を
見
な
い
規
模
で
群
生
し
て
い
る

こ
と
は
、
専
門
家
の
間
で
も
注
目

の
的
と
な
り
、
市
文
化
財
保
護
委

員
会
、
四
国
植
物
研
究
会
総
会
な

ど
に
お
い
て
国
指
定
を
働
き
か
け

る
よ
う
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

機
運
の
高
ま
り
を
受
け
、
平
成

５
年
に
は
大
場
秀
章
東
京
大
学
総

合
研
究
資
料
館
助
教
授
、
森
川
国

康
松
山
東
雲
短
期
大
学
学
長
ら
植

物
研
究
の
第
一
人
者
を
招
い
て
現

地
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、

直
ち
に
国
指
定
へ
結
び
つ
く
よ
う

な
結
果
を
得
る
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

銅
山
峰
周
辺
に
生
育
す
る
高
山
植
物
『
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
』
が
、
平
成
30

年
11
月
16
日
の
文
化
審
議
会
で
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
す
る
よ
う

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
官
報
告
示
を
経
て
、
昭
和
26
年
に
指
定
さ
れ
た
「
一
宮
神
社

の
ク
ス
ノ
キ
群
」
に
続
く
、
市
内
２
番
目
の
国
指
定
天
然
記
念
物
と
な

り
ま
す
。

ツガザクラ分布図
（石川早雄氏作成）

◆
国
指
定
天
然
記
念
物
へ
の
あ
ゆ
み

文
化
振
興
課　

☎
65
‐
１
５
５
４

　
　
　
　
　
　
　

65
‐
１
３
０
６

◆『ツガザクラ』とは

　ツガザクラはツツジ科の常緑小低木で、
５月中旬から下旬にかけて、淡紅色で釣り
鐘型の花（直径５ミリ程度）を咲かせます。
　県レッドデータブックで絶滅危惧Ⅰ B類
に指定されており、新居浜を象徴する高山
植物として広く知られています。
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そ
の
後
、
平
成
18
年
に
大
き
な

転
機
が
訪
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、

銅
山
峰
の
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
は
、
銅
山

開
発
後
の
植
林
事
業
に
伴
っ
て

八
ヶ
岳
（
長
野
県
）
か
ら
持
ち
込

ん
だ
カ
ラ
マ
ツ
に
付
着
し
て
い
た

種
子
が
根
付
い
た
も
の
だ
と
い
う

説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
湯
本
貴
和
総
合
地
球

環
境
学
研
究
所
教
授
、
笠
木
哲
也

金
沢
大
学
研
究
員
ら
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
分

析
を
行
っ
た
結
果
、
銅
山
峰
の
ツ

ガ
ザ
ク
ラ
は
氷
河
期
か
ら
の
遺
存

種
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う

こ
と
が
突
き
止
め
ら
れ
た
の
で

す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
三
大
局

地
風
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
や

ま
じ
風
」
の
強
風
が
吹
き
抜
け
る

気
象
環
境
や
、
砂さ

れ
き礫
質
（
砂
や
小

石
）
の
土
壌
と
い
っ
た
条
件
が
重

な
っ
て
大
群
落
を
維
持
し
て
い
る

と
い
う
、
極
め
て
希
少
価
値
の
高

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　

こ
の
分
析
結
果
に
は
国
も
大
き

な
関
心
を
持
ち
、
平
成
19
年
、
平

成
24
年
、
平
成
30
年
の
３
度
に
わ

た
っ
て
文
化
庁
調
査
官
に
よ
る
現

地
調
査
と
、
国
指
定
に
向
け
た
生

育
状
況
の
確
認
や
指
定
範
囲
の
検

討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
保
護
の
た
め
に

　

調
査
研
究
と
並
行
し
て
、
平
成

８
年
に
は
住
友
林
業
㈱
、
住
友
金

属
鉱
山
㈱
、
住
友
共
同
電
力
㈱
、

別
子
山
村
、
新
居
浜
市
の
５
団
体

に
よ
っ
て
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
自
然
保

護
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
新
居
浜
南
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
寄
付
金
を

活
用
し
た
保
護
柵
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
地
元
の
登
山
愛
好
家
グ

ル
ー
プ
「
憧ど

う
ざ
ん山
会
」
に
委
託
し
、

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
定
点
観

察
を
行
う
な
ど
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
の

保
護
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
新
居
浜
南
高
等
学
校

ユ
ネ
ス
コ
部
が
保
護
活
動
の
新
た

な
担
い
手
と
し
て
精
力
的
な
活
動

を
行
う
な
ど
、
次
代
へ
の
継
承
も

着
実
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
を
後
世
に

　

今
回
の
国
指
定
は
、
ツ
ガ
ザ
ク

ラ
そ
の
も
の
が
持
つ
希
少
な
高
山

植
物
と
し
て
の
価
値
に
加
え
、
一

部
の
愛
好
家
や
専
門
家
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
、
企
業
、
学
校
、
行

政
が
広
く
連
携
し
、
市
を
挙
げ
て

の
保
護
意
識
が
定
着
し
て
い
る
こ

と
も
高
い
評
価
を
受
け
た
理
由
の

一
つ
で
す
。

　

か
つ
て
銅
山
峰
周
辺
は
、
大
量

の
森
林
伐
採
や
銅
の
製
錬
時
に
発

生
し
た
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
植

生
破
壊
を
受
け
ま
し
た
。し
か
し
、

製
錬
所
の
移
転
や
毎
年
100
万
本
を

超
え
る
植
林
な
ど
、
先
人
た
ち
に

よ
る
解
決
策
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
現
在
の
よ
う
な
青
々
と
し
た

自
然
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

　

別
子
銅
山
発
祥
の
地
と
し
て
今

も
数
多
く
の
産
業
遺
産
が
眠
り
、

環
境
問
題
を
克
服
し
た
歴
史
を
持

つ
森
深
い
山
中
に
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
の

大
群
落
が
広
が
る
姿
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
違
い
を
超
え
、
今
も

多
く
の
人
々
の
心
を
捉
え
て
や
み

ま
せ
ん
。
こ
の
国
指
定
を
機
に
、

よ
り
一
層
の
保
護
を
図
り
、
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
を

後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

憧山会と新居浜南高等学校ユネスコ部
による定点観察と保護柵点検の様子

※
組
織
名
、
肩
書
な
ど
は
全
て
そ
の
当
時
の
も
の
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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